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「

ア

ン

モ

ナ

イ

ト

化

石

」

 

  

８

千

５

百

万

年

前

の

三

笠

は

、
空

に

翼

竜

が

飛

び

、

海

に

は

首

長

竜

や

ア

ン

モ

ナ

イ

ト

が

浮

遊

す

る

中

生

代

の

世

界

で

、

桂

沢

周

辺

は

そ

の

遺

物

が

産

出

す

る

化

石

の

宝

庫

で

あ

る

。 

 

こ

の

ア

ン

モ

ナ

イ

ト

を

最

初

に

世

に

知

ら

し

め

た

の

は

、

明

治

６

年

か

ら

三

笠

周

辺

を

探

検

し

た

、

ア

メ

リ

カ

の

地

質

学

者

ラ

イ

マ

ン

と

思

わ

れ

る

。 

 

ラ

イ

マ

ン

が

当

時

の

開

拓

使

（

今

の

道

庁

）

に

提

出

し

た

報

告

書

に

は

「

古

生

物

の

研

究

は

有

益

で

、

今

後

の

青

少

年

の

教

育

の

た

め

、

海

外

か

ら

古

生

物

学

者

を

招

い

て

、
そ

の

手

に

研

究

を

ゆ

だ

ね

る

べ

き

」

と

記

し

て

あ

る

。 

 

明

治

1 0
年

４

月

、

札

幌

農

学

校

（

現

北

大

）

の

ク

ラ

ー

ク

博

士

が

ア

メ

リ

カ

に

帰

国

し

た

年

の

夏

休

み

に

、

そ

の

愛

弟

子

の

ベ

ン

ハ

ロ

ー

教

授

が

学

生

６

名

と

幾

春

別

川

を

さ

か

上

り

、

ア

ン

モ

ナ

イ

ト

を

採

取

し

て

い

る

が

、

化

石

を

背

負

っ

た

ア

イ

ヌ

の

人

達

が

重

い

重

い

！

と

川

に

落

と

し

、

現

在

の

北

大

の

標

本

室

に

は

、

羊

歯

（

し

だ

）

の

化

石

し

か

残

さ

れ

て

い

な

い

。 

 

明

治

2 2
年

、

日

高

で

発

見

さ

れ

た

化

石

の

新

聞

記

事

に

は

「

直

径

８

寸

（

約

2 4
セ

ン

チ

）

も

あ

る

カ

タ

ツ

ム

リ

の

石

に

化

し

た

も

の

で

珍

し

き

も

の

」

と

あ

り

、

ま

だ

ま

だ

世

間

に

は

知

ら

れ

て

い

な

か

っ

た

。

ま

た

、
大

正

1 5
年

、
日

本

の

代

表

的

な

旅

人

詩

人

若

山

わ

か

や

ま

牧ぼ

く

水す

い

が

幌

内

と

幾

春

別

を

訪

れ

、

ア

ン

モ

ナ

イ

ト

も

見

た

ら

し

い

が

、

そ

の

行

脚

記

に

は

、

た

っ

た

一

文

「

幾

春

別

の

貝

の

化

石

と

露

頭

」

と

し

か

書

い

て

い

な

い

。 

 

ア

ン

モ

ナ

イ

ト

の

化

石

が

よ

う

や

く

日

の

目

を

見

た

の

は

昭

和

に

入

っ

て

か

ら

で

あ

る

。 


